
〇 地域の農業を将来にわたって継続するため、高齢者も活躍できる農業を目指し、大学と連
携して農業生産技術や環境の整備に取り組む。 

 

○ 集落の中から地域リーダーを育成し、リーダーが中心と

なって協定農用地を巡回・点検、共同作業により園内道路

の自己施工(舗装)を実施。 

○ 高齢者が活躍できる農業生産技術や環境の整備を目指し

て大学と連携し、①手間のかからない生産方法の開発、②

操作の容易な運搬車の開発、③負担を軽減する農作業方法

の考案、④集落の将来についての話し合いを実施。 

○ 郷土料理に使用される柿の葉の生産・販売にも取り組む

ことで、高齢者でも楽に農業を継続、また意欲の向上へ。 

取組の概要 
 

○ 本地区は、吉野川の南側に広がる丘陵地帯に

位置しており、柿を中心に梅、キウイ等を栽培。 

○ 国営事業により農地開発を行うが、既成畑で

は、急傾斜地が多く、園内道路は勾配が急で幅

員も狭いため、高齢化も伴い収穫や運搬作業等

について体力的な不安を感じる農家が増加。 

○ H12年度から本制度を実施しており、共同活動

だけでなく、将来に向けて地域全体で農地を

守って行くために、高齢者も活躍できる農業を

目指す。 

 

地域の現状 

  

 

 ２－④ 奈良県吉野郡下市町栃原集落協定  

協定面積：88.1 ha（田4.3ha、畑83.8ha） 交付金額：799万円（個人配分50％、共同取組活動50％） 
協定参加者：農業者65人 協定開始：平成12年度 

【小型運搬車の開発】 【柿の収穫】 
  

【協定農用地】 

 
 

 

 
 

 

 
  
  

 

 

２－④ 

よし の  ぐん   しも  いち  ちょう と ち  は ら 

【集落での話し合い】 

奈良県 

下市町 

【柿の葉の生産】 


